
アプリケーションスペシャリスト（APS）
スキルアップ・クイックガイド
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独立行政法人情報処理推進機構

ＩＴスキル標準センター

本クイックガイドはAPSの育成のあり方につ
いてまとめた「APS育成ハンドブック第2版」の
内容を抜粋したものです。詳細については関
連するＨＰ等を参照してください。
http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/activity/APS_c
om.html

２２．．ＡＰＳを目指す方への提言ＡＰＳを目指す方への提言

◆◆ＡＰＳが備えるべきスキルを身につけるためのチェックＡＰＳが備えるべきスキルを身につけるためのチェック

①決められた教育メニューを実施しよう
ａ．研修ロードマップを活用してますか
ｂ．経験者からスキル向上に役立つ研修コースの紹介を
受けてますか

ｃ．経験者からスキル向上に役立つ書籍を紹介して
もらってますか

ｄ．計画的に情報処理技術者試験を受験してますか
②スキルアップできる手段を探求してみよう
ｅ．教育機関が実施している通信教育を受講してますか
ｆ．学会・コミュニティへ参加して知識吸収を行ってますか
ｇ．社外アングラ研究会に参加して研究を行ってますか
③いかなる場面でも良く考えるられるよう鍛錬してみよう
ｈ．身近で「システムの匠」を探して目標にしてますか
ｉ．人よりも幅広く興味を持ち勉強するスタンスを養って
ますか

ｊ．思考を持続させる方法論を身に付けてますか

◆◆ＡＰＳのレベル感（どのくらいのことができる人か）ＡＰＳのレベル感（どのくらいのことができる人か）

レベル１：上位レベルの指導の下、一部の担当領域を実
施できる

レベル２：上位レベルの指導の下、自己の担当を実施で
きる

レベル３：ＰＪのメンバーとして役割を自主的に実施できる

レベル４：グループのリーダーとして指導・実施できる

レベル５：企業内の専門職としてＰＪ統括や組織への貢献
ができる

レベル６：業界の専門家として見識があり、業界活動など
へ貢献できる

◆◆ＡＰＳが備えるべきスキルＡＰＳが備えるべきスキル

◆◆ＡＰＳに求められる能力や行動様式のチェックＡＰＳに求められる能力や行動様式のチェック

①人一倍の好奇心をもっていますか。
⇒ 《好きこそものの上手なれ》
②インタビュー能力を鍛えてますか。
⇒ 《業務知識はユーザから貰う》

③デザイン力を磨いていますか。
⇒ 《業務手順の美しさと合理性》
④バランス感覚を心がけていますか。
⇒ 《ユーザと開発者の橋渡し》

⑤リスクに対するセンスをもっていますか。
⇒ 《転ばぬ先の杖》
⑥コミュニケーション能力を磨いていますか。
⇒ 《プロジェクトのパイプ役》

⑦変わり身を意識していますか。
⇒ 《スキルの「出世魚」的変身》

⑧笑顔と粘り強さがありますか。
⇒ 《Ｗｉｎ－Ｗｉｎの関係構築》© 2006 独立行政法人情報処理推進機構（ＩＰＡ）
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◆◆プロフェッショナルが推薦するＡＰＳ必読の図書プロフェッショナルが推薦するＡＰＳ必読の図書
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１．１．ＡＰＳとはＡＰＳとは

◆◆APSAPSとはどのような職種かとはどのような職種か

業種固有業務、汎用業務、アプリケーション開発に
関する専門技術を活用し、業務上の課題解決に係
わるアプリケーションの設計、開発、構築、導入、テ
スト及び保守を実施する。構築したアプリケーション
の品質（機能性、回復性、利便性等）に責任を持つ。

ＩＴ投資の局面においては、開発（コンポネント設計
（業務）、ソリューション構築（開発、実装））及び運用、
保守（ソリューション運用（業務）、ソリューション保守
（業務））を主な活動領域として以下を実施する

◆◆APSAPSの活動領域の活動領域

APSはＩＴスキル標準の１１職種のうち、ユーザの業務に強い接点
を持つのが大きな特徴で、「特定業務」の改革・改善を支援する
アプリケーションをユーザ毎の要求に合わせて設計し、開発・導
入し、運用・保守を行うのが任務であると言い換えることができま
す。以下にITｽｷﾙ標準でのAPS職種の説明を示します。

ＩＴ投資の局面に対するＡＰＳの活動領域は「アプリケーションの
開発」と「運用・保守」です。他職種との関係を下図に示します。

主たる活動局面 従たる活動局面

システムの

運用と管理

システムの

運用と管理

運用計画/
運用管理

の策定

ハードウェア

ソフトウェア

の保守

ハードウェア

ソフトウェア

の保守

ハードウェア

ソフトウェア

の導入

導入計画

の策定

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の保守

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の運用

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の開発

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の設計

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

開発計画の策
定

システムの

保守

システムの

運用

システムの

導入構築

システム・コン
ポネントの

設計

システム構築
計画の策定

プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制

プロジェクト基
本計画の策定

ソリューション
の構築

コンポネントの
設計

ソリューション
アーキテク
チャーの設計

ソリューション
の枠組み策定

ソリューション
の設計

ソリューション
策定のための

助言

ビジネス戦略
策定の助言

目標/ビジョン
の提言

ビジネス課題

ｿﾘｭｰｼｮﾝ提案

ビジネス

戦略の確認

目標/ビジョン
の確認

ソリューション

保守

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

運用

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

構築

（開発/実装）

コンポネント

設計
(ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

設計
(構造/ﾊﾟﾀｰﾝ)

課題

整理／分析

（ビジネス/ＩＴ）

ビジネス

戦略策定

経営目標／

ビジョン策定

運用・保守開発戦略的情報化企画経営戦略策定

システムの

運用と管理

システムの

運用と管理

運用計画/
運用管理

の策定

オペレーション

ハードウェア

ソフトウェア

の保守

ハードウェア

ソフトウェア

の保守

ハードウェア

ソフトウェア

の導入

導入計画

の策定

カスタマ

サービス

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の保守

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の運用支援

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の開発

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

ｺﾝﾎﾟﾈﾝﾄ

の設計

ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ

開発計画の策定
アプリケーション

スペシャリスト

ポネントの運用
支援

システム・コン

ポネントの設計
システム構築
計画の策定

IT

スペシャリスト

プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクトの

管理/統制
プロジェクト基
本計画の策定

プロジェクト

マネジメント

ソリューション
アーキテク
チャーの設計

ソリューション
の枠組み策定

ＩＴ

アーキテクト

ソリューション
の設計

ソリューション
策定のための

助言

ビジネス戦略
策定の助言

目標/ビジョン
の提言

コンサルタント

ビジネス課題

ｿﾘｭｰｼｮﾝ提案

ビジネス

戦略の確認

目標/ビジョン
の確認

セールス

ソリューション

保守

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

運用

（ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

構築

（開発/実装）

コンポネント

設計
(ｼｽﾃﾑ/業務）

ソリューション

設計
(構造/ﾊﾟﾀｰﾝ)

課題

整理／分析

（ビジネス/ＩＴ）

ビジネス

戦略策定

経営目標／

ビジョン策定

運用・保守開発戦略的情報化企画経営戦略策定ＩＴ投資の局面

と活動領域

職種

主たる活動局面 従たる活動局面

システム・コン システム・コン
システム・コン

ポネントの導入
構築

ポネントの保守

◆◆APSAPSの専門分野の専門分野

ユーザ固有に開発する「業務システム」と、特定ユーザー向けに
業務パッケージのカスタマイズ開発を行う「業務パッケージ」に分
けられます。
●業務システム
業務に関するユーザの要望を分析し、業務システムの設計、
開発及び導入を行う
●業務パッケージ
業務に関するユーザの要望を分析し、業務パッケージのカスタ
マイズ、機能追加、導入及び保守を行なう

・・・ユーザの業務はＡＰＳが提供するア
プリケーションの出来・不出来に大きく
影響を受けることになります。・・・

プロフェッショナルコミュニティ
APS委員会



◆◆ＡＰＳ育成ロードマップモデルＡＰＳ育成ロードマップモデル

３３ ．．ＡＰＳを育成する立場の方への提言ＡＰＳを育成する立場の方への提言

◆◆育成計画の実施育成計画の実施

ＡＰＳ育成のロードマップを作成してみましょう。

ＡＰＳレベル１～６までを、各々開発メンバー～大規模

チーム

責任者に位置付けた上で、｢システム技術｣・｢システ

ムメソドロジ｣・｢業務分野｣・｢ビジネススキル｣・｢ヒュー

マンスキル｣の５つの育成分野の研修内容をマッピン

グしてみましょう。きっと良い技術者が育ちます。

注目すべき教育点

【ローレベル】

｢システム技術｣・｢システムメソドロジ｣

【ミドルレベル】

｢業務分野｣・｢ビジネススキル｣・「ヒューマンスキル」

【ハイレベル】

高度な｢システムメソドロジ｣・｢ビジネススキル｣・コミュ

ニティ活動等一般的にはハイレベルになればなるほ

ど育成の定型化が難しく、個々人の特性や経験、目

指す方向に合わせて実施方法をカスタマイズしましょ

う。

◆◆ＡＰＳ育成のための具体的な実施事項ＡＰＳ育成のための具体的な実施事項

ＡＰＳを育成する為の｢魔法の杖｣はありません。

体系的な教育カリキュラムを作成しましょう。

基本的な事項について粘り強く繰り返し学習させるようにしま

しょう。

プロジェクトでは、人材育成を強く意識した仕事の割当てをしま

しょう.
高度なＡＰＳを目指す人材に対しては、自己研鑽を促しましょう。

教育後は放置せずに組織としてフォローを実施しましょう。

１）標準教育での育成方法

①集合研修はありますか

②ｅラーニングを活用してますか

③メンタリング・コーチング制度はありますか

④定期的な論文作成をさせていますか

⑤社外活動への参画を促していますか

２）実プロジェクトを中心とした育成方法

①システム化の目的・目標を意識させてますか

②レビューの重要性を説明し、繰り返し実施させてますか

③様々なテンプレートを用意し活用させてますか（まずは物ま

ねから）

④ミーティングのファシリテータ（進行役）を務めさせてますか

⑤少々チャレンジングな役割に挑戦させてますか

⑥どの様な事でも自主的な提案を促してますか

⑦意識的に色々な立場の人と接する機会を与えていますか

⑧アプリケーション保守の工程を経験させてますか

３）自己研鑽を促す方法

①自己研鑽に問題がありそうなら、それとなくヒントを与えて

みましょう。

②３年後の姿、５年後の姿で必要スキルを自主的に描かせて

見ましょう。

③必要な書籍や資格などを自分で探させてみましょう。

・コミュニケーションがうまく取れるよう、責任者を指導しましょう。

・当人の適性や将来像と現状が一致しなくても継続し、次に機

会を与えましょう。

・育成対象者の「弱み」ではなく、「強み」を発揮できるようキャリ

アパスを組み立ててあげましょう。

育成は具体的な育成計画書を作成して、関係者で合意して
おくことが成功の秘訣です。育成対象者を「どのような方向
へ」、「どのような方法で」育成するか、機会をもうけてコンセ
ンサスを得るようにしましょう

育成中は随時、計画書を参照しながら軌道修正を行い、定
期的にフォローアップしてゆくことが重要です。責任者の注
意力が大切ですが、ＡＰＳ申請・評価や人事考課等とうまく
組み合わせて無理の無い運用方法を検討しましょう。

次頁にＡＰＳ育成計画書の具体例を示します。

【育成方針】
ＡＰＳは個別育成が大切であり、通過すべきスキルと個性を
重視しましょう。
「育成評価」、「本人が目指す方向」、「組織としての期待」、
「実務や組織の状況」など、諸条件をベースとして話し合い、
各々のスタイルに合った「目指す姿」「キャリアパス」を方針と
しましょう。

【育成項目】
「スキル」と「コンピテンシー（行動指針）」に分類してみましょ
う。育成対象項目を多くし過ぎず、「重点育成項目」として対
象を絞り込むみましょう。
具体的な育成方法・フォロー方法を決め、確実に育成を進
めましょう。

【ＯＪＴやメンタリング／コーチング】
年齢、経歴、将来像などを考慮しながら、入念に計画しま
しょう。
計画を曖昧にせず、焦点を明確化し、テーマや言葉を慎重
に選び、育成活動が形骸化しないようにしましょう。
効果を倍増させるフォローアップ方法も事前に具体化してお
きましょう。

【研修受講計画】
重点育成項目に基づいて、できるだけ受講内容の想定をし
ておきましょう。
計画は定期的に見直しをかけ、陳腐化しないようにしましょ
う。

【その他、資格取得、学会・コミュニティ活動、論文作成等】
組織として資格、学会、コミュニティなどを把握して、当人の
希望を汲みながら、具体的な計画を作成し、実施してみま
しょう。

次頁にＡＰＳ育成計画書の例を掲げてみます。

■上位者を見
習う。

□下位者への
指導を心がけ
る。

■複数の業務シ
ステム構築方法
を勉強し、実務
に応用すること
ができる。

■中規模な業
務システムを構
築することがで
きる。

■パッケージ適
用も意識しなが
ら、設計を進め
ることができる。

■インダストリア
プリケーション動
向研修を受講し、
各インダストリに
おける最新の動
向や、現在注目
を集めているアプ
リケーション、ソ
リューションに関
する知識を学習
する。

■開発チームリーダとして、
当該業務知識を活用しなが
ら、担当領域に関する設計、
カスタマイズ、導入などを品
質やスケジュールに責任を
持って遂行することができる。

業務システ
ム構築

（業務シス
テム）

社外活動ｺｰﾁﾝｸﾞなど独学実務研修スキルの到達点スキル項目

◆◆スキルの到達点とスキルアップガイドスキルの到達点とスキルアップガイド

＜スキルの到達点＞

ＡＰＳ育成ハンドブックでは、ＩＴスキル標準（ＡＰＳ）の
スキル熟達度を補足するものとしてＡＰＳが備えるべき
レベル別、スキル別の目標としてスキルの到達点を定
義しています。（下記表①参照）

表の見方は、レベル１の人はレベル２の記述内容、レ
ベル２の人はレベル３の記述内容がスキルアップの目
標となります。

スキル項目毎に各レベルの到達点を横並び比較でき
るので、レベル毎の差を把握した効果的な目標策定に
役立てることができます。

■開発責任者として、
システム化計画立案
から導入、移行に至
る全開発局面を有用
な技術を駆使し、遂
行することができる。

■自己の持つ業務
知識と習熟した最新
の業界動向を踏まえ
てプロジェクトを遂行
することができる。

■開発責任者とし
て、システム化計画
立案から導入、移
行に至る全開発局
面を当該業務ノウ
ハウを活用し遂行
することができる。

■システム構築に
関して、後進を育成
することができる。

■開発チームリーダ
として、当該業務知
識を活用しながら、
担当領域に関する設
計、カスタマイズ、導
入などを品質やスケ
ジュールに責任を
持って遂行すること
ができる。

■開発チームメ
ンバーとして、
担当領域に関
する設計、開発、
導入などを独力
で実践できる。

■開発チーム
メンバとして、
システム構築
の概要を理解
し、上位者の
指示の下に、
各種作業を実
践できる。

■開発チームメ
ンバとして、シ
ステム構築に
関する上位者
の説明が理解
できる。

■上位者の指
示があれば、一
部の作業を実
践できる。

業務システ
ム構築

（業務シス
テム）

レベル６レベル５レベル４レベル３レベル２レベル１スキル項目

表② ＡＰＳ育成のためのスキルアップガイド例
（レベル４抜粋）

表① ＡＰＳが備えるべきレベル別スキルの到達点例（抜粋）

＜スキルアップガイド＞

プロフェッショナルの育成は研修などのOff-JTだけでな
く、実務での業務アサインやメンタリング、コーチングなど
OJTを効果的に組み合わせて行うことが重要です。また
個人の独学や社外活動等自己研鑽が求められます。

そこでスキルの到達点に対して教育手段毎に具体例を
まとめたものがスキルアップガイドです。（下記表②参照）

スキルアップガイドでは、各レベルにおいてスキル大項
目別に実施しなければならない内容を示しています。

本内容を基に、気づいた項目や足りない項目を追加す
るなど、内容を充実させて活用すると効果的です。

スキルの到達点とスキルアップガイドは育成する側はも
ちろん、APSを目指す人にも役立つように作っています。
両者で目標を共有した育成に役立てて下さい。

※APSスキルの到達点、スキルアップガイド詳細はAPS育成ハンドブックをご参照下さい。
IPAプロフェッショナルコミュニティAPS委員会サイト http://www.ipa.go.jp/jinzai/itss/activity/APS_com.html

システム技術研修

システムメソドロジ

研修

業務分野研修

ヒューマンスキル

研修

ビジネススキル研修

チーム責任者

ＡＰＳレベル５

メンバー(上位
からの支援有)

ＡＰＳレベル２

大規模チーム

責任者

ＡＰＳレベル６

サブシステム
リーダー

メンバー

(独力で実施)
メンバー

(入門レベル)
役割

ＡＰＳレベル３ ＡＰＳレベル４ＡＰＳレベル１育成分野

システム技術研修

システムメソドロジ

研修

業務分野研修

ヒューマンスキル

研修

ビジネススキル研修

チーム責任者

ＡＰＳレベル５

メンバー(上位
からの支援有)

ＡＰＳレベル２

大規模チーム

責任者

ＡＰＳレベル６

サブシステム
リーダー

メンバー

(独力で実施)
メンバー

(入門レベル)
役割

ＡＰＳレベル３ ＡＰＳレベル４ＡＰＳレベル１育成分野

新入社員研修

課題設定研修

問題解決法研修

プレゼン研修

リーダーシップ研修コミュニケーション研修

ＳＷＯＴ分析

ＢＳＣ研修

ＰＭ研修

業務知識
の基礎

アプリケーション動向 中規模システム開発 大規模システム開発

コンサル研修

情報処理基本

ツール類研修

基本言語

開発基礎技術

ビジネスパフォーマンス研修

マネジメント研修

ＢＰＲ研修

ＤＢ研修

ネットワーク

セキュリティ研修
要件定義技法

分析設計技法

監査技法

品質管理技法

コミッティー活動

外部講演

ビジネス文書

業界動向 法令／規制最新ビジネス動向

財務分析

ファイリング技術

モデリング技術

Web／UML技術

＜APS育成分野と育成ロードマップモデル（例）＞


